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 論文審査結果の要旨
都市化を対象と
(例えば都市人
の行動に基づい
(NewEρo豊。狙
って決まるメカ
においており、
 章から成る。
第1章では、研
 をリビューした後に、研究の目的が述べられている。
第2章では、本論
れている。モデ
用を明示的に導
メカニズムを分
である地代収入
政策適用範囲を
都市化の水準に
を与える生産関
の効用関数の下
る地域人口が一般に存在することを示したことも本章の
第3章は、第2章
用政策(4種類の
行い、いくつか
一定ならば、都
ることにより、
財輸送費が大き
の増加がかえっ
二つの要因であ
な貢献である
K臓g鵬&n(欝95
 のN猛Gモデルの発展方向に一つの示唆を与えている。
第4章では、第2
生産物は移動可
件の下でのみ互
は通常の蟹EG2
く複雑になるが、
第5章は、中国
られる。分析は
てなされている
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比率が有意に正
都市・農村問
照的結果を報告しており、二つのデータ
 第6章では結論が述べられている。
以上要するに
た新しいモデ
 与するとこ・ろが少なく
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